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　これに対し、新刊書はせめて１年間貸し出
さないでくれないかと提案した著述家がい
る。　『永遠の０』『海賊とよばれた男』など
ミリオンセラーを連発している百田尚樹氏だ。
　百田氏個人は別として、著述家の大半は本
が売れない時代のあおりを受けて困窮してい
る。著述家にとって本は大切な商品であり、
生活の糧なのだ。それを無料で貸し出されて
はたまらない。だから、せめて１年は――と
百田氏は述べた。『大放言』という新書の一
節として書き、その本も図書館で大勢の読者
に無料で読まれている。
　大胆な発言をすることで知られる百田氏だ
が、この説は決して“放言”ではないだろう。
現行の図書館法の第17条に「公立図書館は、
入館料その他図書館資料の利用に対するいか
なる対価も徴収してはならない」という規定
がある。それを知ったうえでの、いわば苦肉
の策ともいうべき提案だ。
　他国を見ると、公共貸与権という制度があ
る。これは無償で国民に図書を貸し出す替わ
りに、それによって生じる出版社や著者、書
店などの逸失利益を補償金によって補う義務
も含んでいる。
　現在、ヨーロッパのほとんどの国が実施し
ているが、日本はこれを行っていない。映画
に関しては著作権者（映画会社その他）に補
償金を払っているものの、書籍に対して同様
の制度はないのだ。
　百田氏の『大放言』の一部を引用した後で、
　「出版はもう懲りた？」と先の友人に訊い
てみた。すると、
　「次は映画化されるような本を書きたい」
　懲りた様子は全くなかった。

　「半年がんばって書いて、報酬はたったこ
れだけか」と同業の後輩が嘆いた。初めて本
を出したところ、印税は講演料２、３回分に
しかならなかったという。
　「いいじゃないか。報酬をいただいて自分
の名刺を撒かせてもらったと思えば」と私は
慰めた。
　「もう少し儲かるかと思っていた」
　「それは昔の話だよ。いま出版は衰退産業
だってことくらい、君も知っているだろ？」
　「頭ではわかっていたけど……」
　ためしに電車の中を見渡してみるとよい。
本を読んでいる人が何人いるか。まれにいた
としても、手にしているのは文庫か新書で、
単行本を読んでいる人など滅多にいない。
　私も昨年、ビジネス関連の本を出したが、
運よく数回重版がかかり、それでようやく10
年前のときの初版部数に並んだ。新聞の広告
には「発売たちまち大増刷！」「ン十万部突
破！」と威勢のよいキャッチコピーが並んで
いるが、それは出版界全体でみれば例外的な
幸運といってもよく、多くの本は初版のまま
彗星のようにすばやく消えてゆく。
　情報はネット上で、ほぼ無料で手に入る時
代になった。さらには図書館を利用すれば、
たいていの本は借りられる。書き手としては
なぜ自分の労作が無料で不特定多数の人に貸
し出されるのか、腑に落ちないところではな
いか。出版社にしても思いは変わらない。
　ということで、㈱文藝春秋の社長が先日、
図書館関係者の会合に出席し、せめて文庫本
の貸し出しはやめてほしいと要望を出した。
版元にとって無料貸し出しは死活にかかわる
深刻な問題なのだ。

本が売れなくなった理由

百田尚樹氏が提案したこと

文化財にも恵まれています。
河内長野市は旧石器時代か
らの長い歴史を持ち、全国
でも有数の文化財が市内の
あちこちに点在しています。
南北朝時代の名将・楠木正
成のゆかりの地としても有
名です。特に興味深いもの
として、「高野街道」「天野
街道」などの古道が市内の
各所をとおっていることが
挙げられます。
　その中でも「高野街道」
は世界遺産「高野山」への
参詣道であり、京の都・大坂・
堺から続く「東高野街道」「中
高野街道」「西高野街道」が

河内長野市域で合流し高野山へと向います。これ
らの街道を、いにしえの旅人に思いをはせなが
ら、ウォーキングや自転車で辿ってみるのもいい
かもしれません。
　市内の散策や観光に役立つ、スマートフォン
向け、 観光ナビゲーションアプリ「河内長野さ
んぽ」を提供しています。アプリをダウンロー
ドするとイラストマップ上に現在地が表示され、
ウォーキングルートの確認やルート上の観光施設
の情報なども見ることができます。言語は５ヵ国
語に対応するとともに、バス路線マップも収録し
ているので、市内移動の際にも活用できます。
　ぜひ、「河内長野さんぽ」のマップ上に表示さ
れる河内長野市シンボルキャラクター「モック
ル」とともに、自然美と歴史のまち河内長野を
巡っていただきたいと思います。

　河内長野市は、大阪府の南東部にあり、府内で
も３番目に広い面積を有します。東は奈良県、南
は和歌山県と接し、大阪中心部から電車で 30 分
という良好なアクセスにも関わらず、市面積の７
割が森林に覆われている自然豊かなまちです。市
では、市域を含む自然豊かなエリアを奥河内（お
くかわち）と名付け、「ちかくて、ふかい 奥河内」
をキャッチフレーズに様々な観光キャンペーンを
実施しています。
　秋から冬にかけて、市内でひときわ人気の高い
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（標高 897 ｍ）。山頂一帯は「キトラ」
と呼ばれ、全国でも数少ない「茅（かや）」の名所で、
秋には銀色に輝くススキで覆われます。稜線まで
上がれば、さわやかな秋空の下で風にゆれるスス
キの穂が一面に広がります。山頂は 360 度の眺望
に恵まれ、眼下に大阪平野を見下ろし、北は六甲
山地、淡路島、南は大峰山脈を眺めることができ
ます。大阪近郊にも自然が満喫できる場所がある
ことに驚かされるに違いありません。
　この岩湧山を含む市の南部の山々を、関西を代
表する縦走路のひとつ「ダイヤモンドトレール」
（全長 45㎞）が横断しているのも魅力の一つと
なっています。また、山麓には、森林公園「岩
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」があり、四季を通じ
て散策も楽しめます。
　自然の豊かさに劣らず、史跡や寺社といった
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「ちかくて、ふかい　奥河内」
大阪府河内長野市　環境経済部産業観光課

岩湧山から望む大阪平野

高野街道


